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【研究目的】
学生が自分の出席状況を自己管理し、把握することにより講義への出席意識を高め、講義受講者の出席率の向上を支援することを目的とする。
【期待される効果】
出席状況を個人でデータ管理することにより講義への出席率の回復が見込める。さらに自己管理することによって自分を理解し講義に対する意識改善へと繋がる。　
【研究概要】
現在、学内では学生が講義を取るものの出席を一切しない学生や欠席したことによって取り戻せる状況にあるにもかかわらず諦めてしまい講義への出席率が著しく低下する学生がいる現状である。政策情報学部の学生に対して「何故講義を休むのか」また「休みがちになるのは何故か」といったアンケートを取ったところ、欠席により講義への意欲が削がれた人や先生と学生の間に問題点があるものも見つかった。例をあげると、講義担当者が出席を取らないからと講義を欠席し、講義を一度の欠席したことにより無意識の内に履修講義全体の出席率の低下へとつながり、自分の出席状況を正確に把握できず欠席日数を増やし、単位を落としていたというものだ。アンケートに答えてくれた人の中には「自分の出席状況の確認をしたい」「講義で何をしたか知りたい」という声もあった。
アンケート結果で明らかになった欠席しがちになってしまう状況の原因として自分の出欠状況等の情報提供が無かったことに着目し、それらの情報の登録から提供までの管理手法について議論する。特に、大学側や講義担当者側ではなく、履修者側の意識向上のために自己管理に重点をおいて検討を進め、管理機構の設計、実装を行い、実運用による評価を行う。
